
学校番号 ３０２０Ｂ 

 

令和２年度  農業科 

 

教科 農業 科目 生物活用 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 生物活用 （農文協） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

花壇用草花の種まきから定植・花壇管理を通じて、園芸の療法的活用を学習する。 

また、地元の動物愛護団体と連携し、愛玩動物・伴侶動物の飼育管理を学び、アニマルセラピー等の活

用を学ぶ。 

 

２ 学習の到達目標 

・草花に興味・関心を持ち、主体的に学習に取り組む。 

・園芸の効果を生かす活用例を学び、かつ園芸を使った利用方法を体験する。 

・生物活用の技術を習得する。 

・人間と動物の関わり方を学び、愛玩動物・伴侶動物の飼育を体験し管理方法を習得する。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：関心・意欲・態度 b：思考・判断・表現 c：技能 d：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

草花・動物の飼育・管

理方法、また、その利

用について興味・関心

を持ち、主体的に学習

に取り組んでいる。 

草花・動物の飼育・管

理方法、また、その利

用について思考を深

め、合理的に判断する

姿勢を持っている。 

草花・動物の飼育・管

理方法、また、その利

用に関する基礎的な

技術を習得している。 

草花・動物の飼育・管

理方法、また、その利

用に関する基礎的な

知識を習得している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

レポート 

ワークシートの記述 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

レポート 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

後
期 

草
花
の
栽
培
と
活
用 

・草花の栽培

計画と管理 

・草花の活用 

 

・花壇作成 

 

・アレンジメ

ントとその

療法的活用 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

〇 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a: 草花の栽培・管理方法、また、その利用につ

いて興味・関心を持ち、主体的に学習に取り組

んでいる。 

b: 草花の栽培・管理方法、また、その利用につ

いて思考を深め、合理的に判断する姿勢を持

っている。 

ｃ: 草花の栽培・管理方法、また、その利用に関

する基礎的な技術を習得している。 

ｄ: 草花の栽培・管理方法、また、その利用に関

する基礎的な知識を習得している。 

学習状況の

観察 

ワークシー

トの記述 

レポート 

定期考査の

結果 

動
物
の
飼
育
と
活
用 

・動物の飼育

管理 

・動物の活用 

 

・地元の動物

愛護団体の

実際と現状 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a: 動物の飼育・管理方法、また、その利用につ

いて興味・関心を持ち、主体的に学習に取り組

んでいる。 

b: 動物の飼育・管理方法、また、その利用につい

て思考を深め、合理的に判断する姿勢を持っ

ている。 

c: 動物の飼育・管理方法、また、その利用に関す

る基礎的な技術を習得している。 

d: 動物の飼育・管理方法、また、その利用に関

する基礎的な知識を習得している。 

学習状況の

観察 

ワークシー

トの記述 

レポート 

定期考査の

結果 

 

※ 表中の観点について a：関心・意欲・態度  b：思考・判断・表現 

   c：技能        d：知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


